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第３章 施策の方向性 

 

１ 基本目標 

本計画は、前計画の基本的な考え方を継承し、基本目標を次のとおりとします。 

 

ちば文化の創造と千葉県民のアイデンティティーの醸成で 

つくる心豊かな県民生活と活力ある千葉県 

 

 

文化芸術は、人々がゆとりと潤いを実感できる心豊かな生活を実現していくうえで、欠

かせないものであるとともに、個人としての、また様々な団体や組織、社会の一員として

の、誇りやアイデンティティーを醸成する、心の拠り所となるものです。 

また、文化芸術は、教育、福祉、まちづくり、観光・産業など、社会の様々な分野とか

かわりのある活動であり、地域社会を持続的に発展させ、県民の活力を高めていくもので

もあります。 

本計画では、文化芸術活動の振興はもとより、文化芸術と社会の様々な分野とのかかわ

りによる波及効果を重視し、文化芸術を生かしたまちづくりや観光・産業等様々な分野で

の文化芸術の活用を推進します。そして、東京 2020 大会を文化振興施策の一層の推進の

契機とし、様々な取り組みを通して、心豊かに暮らすことができ、活力ある地域社会を

つくり、「暮らし満足度日本一」を感じ、誇れる千葉を実現します。 

 

 

 

 

  

指標 
現状 

（平成 26年度） 

目標 

（平成 32年度） 

この１年間に 

文化芸術にふれた県民の割合 
65.4％ 70.0％ 
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２ 取り組むべき課題 

前計画での取組や文化芸術を取り巻く諸情勢の変化を踏まえ、今後さらに総合的かつ効

果的な文化振興施策の推進を図るため、本計画で取り組むべき課題を整理すると、下図の

ようになります。 

 

 


